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研究成果の概要（和文）：沖縄県で盛んにおこなわれている庶民金融「模合（もあい）」について、現地調査や
文献調査を行い、その文化的背景を交換の視点から明らかにした。沖縄県では、模合をはじめ、貨幣や物品等の
交換（やりとり）が盛んである。その盛んな交換を支えているのは、多様で広いネットワークを形成、維持しよ
うとする人びとの強い意志であり、模合や祝儀など「集まり」の仕組みであった。そのような「交換文化」は、
経済的・社会的変化の影響をうけながらも、人びとの創意工夫により、現在まで発展的に継続されてきたのであ
る。

研究成果の概要（英文）：I conducted on-site and literature surveys on the Rotating Savings and 
Credit Association (ROSCA), called Moai in Okinawa Prefecture, and clarified its cultural background
 from the perspective of exchange. Compared with mainland Japan, exchange of money, goods, etc. is 
very active in Okinawa. What supports this vigorous exchange is the will of the people whose 
intention it is to have diverse and wide networks, as well as celebrations and the “gathering” 
system that includes Moai. While economic and social change have influenced this culture for a long 
time, it is the effort and creativity of the people that sustains this exchange culture to the 
present day.
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１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は、平成 23 年度より、沖縄県
で「模合（もあい）」の調査・研究を行って
きた。模合とは、かつて日本全国でみられた
「頼母子講（無尽）」と同様の、沖縄におけ
る庶民金融である。かつては日本の津々浦々
まで広がっていた頼母子講や無尽は、金融機
関の発展などもあり、大きいものは銀行など
に姿を変え、小さいものの多くは、徐々に姿
を消した。しかし沖縄県だけは例外で、現在
でも模合は、広く活発に行われている。 
統計によれば、沖縄県の成人の約 2人に 1 
人が、多くの場合月に一度、同級生や友人・
知人らと模合を行っている。模合の集会はか
つて、模合メンバーの家などで行われていた
が、現在は飲食店などで、飲食をともにしな
がら行われることが多い。模合メンバーは集
会ごとに、各自が現金を持ち寄る。1 人が出
資する金額は、たいてい 1 万円程度である。
12人前後で行われることが多く、一年に一度、
全員が順番に 12 万円程度を受け取る計算と
なる。ほとんどの場合、利子は付かない。 
このような 1万円程度の模合は、メンバー
同士の親睦を深めることが第一の目的とさ
れ、「親睦模合」などと呼ばれる。模合は金
融の仕組みであるが、金融機関が発展し、社
会が豊かになった現在、現金を集めて貸し付
けることが目的ではなく、定期的に気の合っ
た仲間で集まることが、最大の目的というわ
けである（金融目的のより高額の模合もなく
なったわけではない）。人びといわく、「定期
的に集まろう」というだけでは、みな忙しく、
なかなか集まらない。模合にすることで、支
払い義務が発生し、定期的に集まることが可
能になる、という。 
このような親睦模合グループは、現金をや
りとりするだけでなく、おしゃべりを通した
情報交換や、メンバーが困ったときには援助
をするなど、小さなコミュニティの役割を果
たしている。つまり、多くの模合に参加すれ
ば、さまざまな人脈と安心が得られる。沖縄
は、このような無数の模合ネットワークが張
り巡らされており、よくいわれるように、模
合社会なのである。 
このように、本土ではすでに廃れてしまっ
た模合（頼母子講）は、沖縄県において、そ
の性質を変えながらも、今なお重要な組織と
して存在している。 
では沖縄県でのみ、今なお活発に模合が行
われているのはなぜなのだろうか。現在まで、
沖縄の模合はどのように発展し、また何がそ
れを支えてきたのだろうか。本研究は、その
ような素朴ともいえる疑問に端を発してい
る。 
 
２．研究の目的 

 
本研究は、沖縄県で活発に行われている模
合を、より広い「交換文化」という文脈のな

かで考察する。なぜなら模合は、単なる金融
の仕組みではなく、さまざまなものが交換さ
れる装置でもあるからである。 
模合でもっとも目立つのは、貨幣の交換で
ある。模合の集会では、毎回現金を集めてメ
ンバーに順番に貸し付ける。模合を全体の流
れでみれば、全メンバーで貨幣を交換し合っ
ていることになる。しかし、模合で交換され
るのはそれだけではない。模合の集会では、
飲食を共にしながら、話をする。そこでは、
さまざまな情報が交換され、相談ごとも持ち
込まれる。模合は「ユイマール（相互扶助）」
だといわれるが、単に金銭の融通を行うとい
うだけでなく、模合グループそのものが相互
扶助組織となり、メンバー同士の多種多様な
助け合いが行われている。 
また模合グループは、同級生模合がそうで
あるように、高校を卒業後に形成され、何十
年も継続されることも珍しくない。集会の時
間は毎月数時間であっても、その長期の積み
重ねによって、信頼という感情が生まれ、交
換されているのである。 
しかし、模合グループを継続するのは簡単
ではない。子育てや介護などでグループをや
めるメンバーがいたりする。決められたとき
に模合金を支払わないメンバーは、排除しな
ければならない。メンバーが多少入れ替わり
ながらも、長く続けるためには、グループと
しての工夫や努力がいる。 
また、模合メンバーに必要である「交換」
に対してのオープンな姿勢（ハビトゥスのよ
うなもの）は、一日で身につくわけではない。
「模合をやろう」、「模合を継続しよう」とい
う意図をもつ人びとを再生産しているのは、
模合以外の場所でも頻繁に行われるさまざ
まな交換の実践なのであり、それを当たり前
とする沖縄社会なのである。 
一方、沖縄といっても地域差や世代差、個
人差がある。本土からの移住者も多い。沖縄
に暮らしているからといって、誰もが当たり
前に模合を行うわけではない。とくに、都市
部と村落部においては、模合を支える交換文
化に差異があると考えられる。 
よって本研究では、沖縄県都市部の中心で
ある那覇市と、模合が県内で最も活発といわ
れる宮古島という周辺（村落）部において、
交換文化に関する調査、研究を行った。それ
ぞれの社会で、模合をはじめとする交換がど
のように行われ、その交換を通じていかなる
社会関係が結ばれているのか。また現在に至
るまで、その交換文化はどのように継承、発
展してきたのだろうか。つまり、本研究の目
的は、沖縄県における、模合を支える交換文
化の現在と過去を明らかにすることである。
それは、現代沖縄社会の基層文化を明らかに
することにもつながると考える。また、沖縄
でのみ模合が活発な理由と、日本の他地域が
頼母子講を失った原因とその再生可能性を
も明らかにできると考える。 
 



３．研究の方法  
 
本研究の方法は主に、沖縄本島と宮古島に
おける参与観察、聞き取り調査、文献調査、
資料調査である。とくに、下記の A.B.C.の 3
つの交換に着目しながら、それぞれの方法で
調査を行った。 

 
A. 模合関連の交換：まず、模合関連の交
換に焦点をあて、沖縄本島の那覇周辺地域と
宮古島において、模合の集会の場で行われる
交換(貨幣、会話、感情等）について、参与観
察、聞き取り調査を行った。また、集会の場
以外での模合メンバーとの交流（海岸でのバ
ーベキューパーティーである「ビーチパーテ
ィー」などのイベントや旅行）、モノの交換
などについても聞き取りや参与観察を行っ
た。また、SNSなど、模合メンバー同士が交
流に活用しているインターネット上の情報
も閲覧、参照した。また、模合グループが記
録している模合帳の収集、分析を行った。文
献調査としては、宮古島市立北図書館、沖縄
県立図書館、国立国会図書館などにおける、
書籍や論文の収集、分析に加え、『宮古毎日
新聞』等から模合の記事を収集し、分析を行
った。 
 
B. 日常生活での交換：模合メンバー以外
の人（家族、友人・知人、同僚、隣人など）
との日常的な交換について知るため、聞き取
り調査や記録の収集、資料調査を行った。た
とえば、複数人に、ひと月のモノのやりとり
とその相手、理由を記録してもらい、分析を
行った。また、家庭の贈答記録や家計簿を見
せてもらい、日常生活における交換の傾向を
分析した。また、旧盆や旧正月など、年中行
事でのモノのやり取りについて、聞き取り調
査、参与観察を行った。加えて、新聞から、
日常生活における交換に関する記事を収集、
分析した。 
 
C. 人生での交換：沖縄県では、本土には
ないさまざまな人生の通過儀礼やお祝いご
とがある。結婚式や葬儀などの本土と共通の
ものもあるが、結婚式の規模は本土に比べれ
ば大きく、また、葬儀後の行事も、本土より
数が多い。そのような祝儀、不祝儀について、
人びとが記録している祝儀帳や不祝儀帳を
見せてもらい、それに関して聞き取りを行っ
た。また、子どもや老人に関連した祝儀に参
加し、参与観察、聞き取り調査、モノや現金
のやり取りを記録した。資料調査としては、
新聞記事や書籍を収集し、祝儀・不祝儀にお
ける交換についての過去の方法を分析し、現
在に至るまでの変化をたどった。 
 
以上のように、交換を三つの種類に分けて
分析することで、沖縄における交換文化を多
面的に研究・調査することができたと考えて
いる。また、現地調査や文献調査などさまざ

まな資料を用いて分析することで、クロスチ
ェックを心がけた。 
 
４．研究成果 
  
沖縄本島と宮古島は、それぞれ別の歴史を
たどってきたが、共通点も多くある。それが、
模合や人生の通過儀礼の活発さであり、交換
文化の存在である。研究の方法でも示したよ
うに、まず、3 つの交換に沿って、調査結果
を示していきたい。 
 
A. 模合関連の交換：模合メンバーは、模
合の場で貨幣以外にも、感情、情報を交換し
ていた。メンバーが苦境にあれば、それに共
感したり、励ましたりする。困ったことを相
談すれば、所属する模合メンバーからだけで
なく、そのメンバーが所属する別の模合メン
バーまで動員して、解決が図られることもあ
った。長い歴史をもつ模合のメンバーは、家
族ぐるみの付き合いをしており、メンバー家
族の祝儀・不祝儀には、みなが駆けつける。
メンバーは喜びや悲しみを分かち合い、貨幣
（お祝い・香典など）を交換する。 
宮古島では、模合メンバーで旅行積立を行
い、メンバーやその家族もともに、旅行に出
かけることも多い。那覇の模合では、年に一
度、家族ぐるみでビーチパーティーなどのイ
ベントを行ったりする。また、同級生の模合
グループは、各地にちらばったほかの同級生
模合グループと情報交換し、年に一度、グル
ープがいくつか合同で、同窓会を行ったりし
ている。また、宮古島出身者の同級生グルー
プは、自分たちで還暦祝いの旅行を企画し、
積み立てをしていることもある。また、とく
に那覇などの都市部では、老年層以外は、模
合メンバーと Twitterや Facebookなど SNS
を通じてコミュニケーションをとっている
ことが多い。都市部になると、顔を突き合わ
せる付き合いは、集会での月一回になりがち
だが、SNSを介して、より頻繁な情報交換が
可能となっているのである。    
このように、模合は単なる金融組織ではな
く、人を組織化し、密な人間関係を形成する
仕組み、きっかけとなっている。そこにある
のは、上記のようなさまざまな交換である。 
また、模合グループから派生して、模合グ
ループ以外の人のために、その活動が広がる
こともある。例えば宮古島では、女性の同級
生模合のメンバーが、NPO法人を立ち上げ、
生まれ育った地域のお年寄りを支える活動
を行っている。また、模合で募金活動をし、
途上国に送金しているグループもある。この
ように、模合グループは、メンバー同士で助
け合ったり楽しんだりするだけでなく、外部
の人にも影響を与えることもある。しかしそ
れを可能にしているのは、模合金の支払い義
務によって定期的に顔を合わせ、会話をし、
情報交換を行ってきたことの、長年の信頼関
係なのである。 



また、文献調査や聞き取り調査などから、
模合の活発化は、農村の貨幣経済化と密接に
連動していることがわかった。かつての茅模
合やコメ模合のように、貨幣以外のものを持
ち寄った時代もある。しかし、多くの農家が、
自給作物ではなくサトウキビという換金作
物を作るようになって以降、貨幣で食料を買
うようになり、貨幣での模合が一般的になっ
てきたことがわかった。その貨幣経済化は、
沖縄本島よりも宮古島において遅く、また宮
古島でも地域差があることがわかった。 
また、沖縄で模合が今も活発なのは、沖縄
の人びとが、金融目的から親睦目的へと積極
的にシフトさせてきたからであることもわ
かった。金融目的であれば、本土のように、
簡単に金融機関にとって代わられる。しかし、
戦後の苛烈な時期を模合で乗り切った後は、
それを親睦の組織に変えた。模合を介して確
実に集まろうとする人びとの意志と工夫が、
沖縄だけに模合を存続せしめたのである。 
 
B. 日常生活での交換：沖縄県では、模合
という貨幣の交換以外に、日常生活における
交換も活発である。交換相手は、模合のメン
バー同士はもちろんのこと、近隣の知人、友
人、同僚、県外の親戚など広範囲にわたって
いた。調査の結果、とくに宮古島においては、
農作物や海産物などの食料や、こどもへのち
ょっとした小遣いなどが、多くやり取りされ
ていた。個人差もあるが、多い人ではほぼ毎
日、誰かと何かをやりとりしていた。また、
宮古島では、自分の子どもなどが沖縄本島や
本土に移住していることが当たり前となっ
ており、それらの親族と、頻繁に金品を送り
合っていることが明らかになった。 
また、宮古島も含め、沖縄県ではお年玉を
あげる子どもの範囲がかなり広く、毎年この
時期の金策に悩む人が多いこともわかった。
この場合、子どもとの交換ではなく、親同士
の付き合いとしての交換と考えられる。本島
では、旧盆や旧正月にも、親戚などでさまざ
まな金品がやりとりされていることもわか
った。宮古島では主に新正月を祝うが、年末
年始は子ども家族や孫が帰省するため、多く
の物品がやりとりされることもわかった。 
 
C. 人生での交換： 
沖縄県では、生年祝いなど、本土よりも頻
繁に、盛大に、人生の通過儀礼を祝う傾向が
ある。とくに宮古島ではその祝儀が盛大であ
る。 
宮古島では、子供の通過儀礼の祝儀として、
名づけ祝い、小学校入学祝い、高校入学祝い、
成人式と、子ども 1人につき 4回、盛大に行
われる。祝いは招待ではなく、友人、同僚、
親戚が、子どもの祝儀の年を把握しており、
「勝手に」家にやってくる。祝い家では一晩
中、入れ代わり立ち代わりやって来る数十人
の、ときには 100人を超える客をご馳走でも
てなす。出席する側は現金を祝儀として用意

する。返礼は、スーパーなどの商品券の半返
しである。商品券をもらった側は、再びそれ
を誰かに贈答するなど、2 次交換があること
もわかった。 
このような現金と商品券の交換は、最近成
立した形である。というのも、かつての返礼
品は商品券ではなく、コメやケーキなどの食
料品であった。さらに文献や聞き取りで過去
を遡れば、祝儀の品自体も現金ではなく、豆
腐やコメなどが用いられてきた。しかし、サ
トウキビを売って食料を購入するという事
態が起こり、貨幣が社会に多く流入するに至
って、祝儀の品も貨幣へと変わっていったこ
とになる。 
また、貨幣化すると同時に、戦後豊かにな
った沖縄社会は、祝儀が活発に行われるよう
になってきている。聞き取りによれば、戦前
や戦後すぐは、子どもの祝儀はとても簡素で
あったという。 
経済的な理由以外もある。宮古島での子ど
もの祝儀が盛んになったのは、高校卒業後の
10代後半から 20代の若者たちが、進学や就
職のためにこぞって離島するようになって
以降である。大学も専門学校もない宮古島か
ら、子どもはいつか出ていく。そして二度と
島で暮らさないかもしれない。だからできる
だけ盛大に何度も祝ってやりたい。そういう
親心が、子どもの祝儀を盛んにさせたのであ
る。交換の様式の変化は、経済的な変化だけ
でなく、社会的な変化によっても大きく影響
をうけるのである。 
 
以上の研究結果から、沖縄県の基層文化と
もいえる「交換文化」についてまとめてみた
い。 
模合の背景には、普段から沖縄社会のなか
で、多くの交換が繰り広げられていることが
わかった。多くの人と、情報、カネ、モノ、
労力を交換、共有するという「ハビトゥス」
が広く培われている。そのハビトゥスがなけ
れば、これらの交換文化は成立しえない。で
は、このハビトゥスはどのように培われるの
かといえば、毎日のやり取り、もらったりあ
げたりという交換の実践である。また、模合
に関していえば、小さい頃から親の模合につ
いて行き、一緒に楽しむ子どもも多く、「自
分も大人になれば模合をやる」、と楽しみに
する子どももいる。いわば、再生産である。 
日本、とくに都会では、コミュニティが縮
小し続けているといわれる。那覇のような都
市部でも、多かれ少なかれ、事情は同じであ
る。本土からの流入者も多く、地域によって
は周辺住民との付き合いも限られている。し
かし、それを補うのが模合である。面として
のコミュニティは失われても、模合を複数掛
け持ちすれば、ネットワーク型のコミュニテ
ィの網の目のなかにいることが可能になる。
これは、都会でのセーフティネットにもなり
うるのである（たとえば、老人の模合グルー
プでは、模合金のやり取りのなかで、家族よ



りも先に、模合メンバーが認知症の発症に気
づくこともあるという）。 
宮古島では、そのコミュニティが目に見え
る形で現れるのが、祝儀の場面である。そこ
での大々的な交換は、廃れるどころか派手に
なっているともいえる。宮古島における交換
の根強さは、戦後まもなくから、何度も「生
活改善運動」の対象となってきたことからも
うかがえる。新聞には、お返しをやめよう、
祝儀を減らそう、という記事が繰り返し現れ
ている。しかし現在に至るまで、宮古島での
交換は衰えていない。この交換の「レジリエ
ンス」は、日常の交換や模合の実践により、
支えられているのである。 
このように、沖縄県の交換文化は、経済的
社会的変化や制約のなかで、人びとによって、
維持され、発展してきた。その交換文化を支
えてきたのは、多様で広いネットワークを形
成、維持しようとする人々の強い意志と創意
工夫である。決して経済的には豊かとはいえ
ない県や地域であるにも関わらず、人びとは、
人と多くを交換、共有することを恐れていな
い。そこには、人への強い信頼があるのであ
る。 
 
最後に、この場を借りて、調査・研究に快
く協力してくださった、沖縄本島と宮古島の
数えきれない方々へ、厚く感謝申し上げる。 
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